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研究成果の概要 

 

検証可能なデータエコシステムの実現に向けて、以下の項目について研究を実施した。 

1. メタデータマネージャのアーキテクチャを検討し、スマート農業実証におけるデータベーススキ

ーマ及び想定クエリを検討した。またクラスタリングにおける境界点検出アルゴリズムを開発した

1)。 

2. 異なるパターンのグラフアクセスを単一グラフ DBエンジンで計算するためのストレージアーキ

テクチャを検討した。また、知識グラフ上でエンティティ間の重要なパスを発見するためのアルゴリ

ズムを開発した 2)。 

3. データ検証を可能とするメタデータ構造とインタフェース設計に向けて、利用可能な手法とツー

ルの検討を行った。ブロックチェーンベースの基盤ソフトとしては Hyperledger Irohaを利用する事

とし、コンテナ実験環境で試行した。 

4. データにリネージュや信頼度などを扱う統合データモデルのため、来歴情報、および、確率的

データベースに関するサーベイを実施し、近似的なデータベース表現、および、確率的情報を用

いた信頼度ベースの問合せ処理の開発を行なった。 

5. データベースにおける不正検出および修復に関する主要な機能（修復対象の更新の影響を受

けるトランザクション群を選別し、平行に再実行する）を開発し、ベンチマークを用いて有効性を検

証した。 

6. 人-AI連携によるデータ処理において品質向上を行うために利用可能な、メタレベル知識の活

用の検討を行った。 
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